
（様式例） 

令和７年度 英語科 授業改善推進プラン 

大田区立大森第四中学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

 【第２学年】 

 ・効果測定の結果から、３観点全てにおいて、ポイントを踏まえた授業を展開することがで

きたと思われる。 

 【第３学年】 

 ・効果測定の結果から、３観点全てにおいて、ポイントを踏まえた授業を展開することがで

きたと思われる。 

 

（２） 課題 

 【第１学年】 

・聞く力を養うために、授業中の聞き取り練習および言語活動を充実させる必要がある。 

・知識、技能を定着させるために、音と文字をつなげて考えさせる必要がある。 

【第２学年】 

・習熟度の二極化を抑えるため、英語を苦手とする生徒が、３観点全てでより主体的に学ぶ

ことができる授業環境や規律を整える。（英語発話の雰囲気の醸成や抵抗感の緩和） 

 ・書く力、話す力を育成する。 

 【第３学年】 

 ・「書くこと」の力を伸ばしていく。自分の考えや気持ちを粘り強く伝える指導を続ける。 

 ・さまざまな英文や長文から必要な情報を読み取る力を伸ばしていく。 

 

２ 大田区学習効果測定の結果分析 

（１） 達成率（経年比較） 

 令和７年度結果 令和６年度結果 令和５年度結果 

第１学年 
ほぼ全ての内容で目標値 

を上回っている。 

  

第２学年 

全ての内容で目標値を

上回った。 

全ての内容で目標値を

上回った。 

（第１学年時） 

 

第３学年 

全ての内容で目標値を

上回った。 

全ての内容で目標値を

上回った。 

（第２学年時） 

全ての内容で目標値を

上回った。 

（第１学年時） 

 

 

（２） 分析（観点別） 

 ① 第１学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

目標値を大きく上回っている。 目標値を大きく上回っている。 ペアワークやグループワークでは、

自ら進んで発言し、互いの意見を尊

重しながらコミュニケーションをと



っている。間違いを恐れず積極的に

英語を使おうとする姿勢が見られ、

英語で伝える楽しさを感じながら取

り組んでいる様子がうかがえる。 

 ② 第２学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

目標値を上回っている。 目標値を上回っている。 どの問題にも意欲的に取り

組んでいる。 

 

③ 第３学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

目標値を上回っている。 目標値を上回っている。 どの問題にも意欲的に取り

組んでいる。特に記述式の問

題の正答率が目標値と比べ

て非常に高い。 

 

３ 授業改善のポイント（観点別） 

（１）第１学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・基礎基本を重視した帯活動

等を取り入れていく。 

・ICT や視覚教材を利用し

て、文構造を正しく理解でき

るように繰り返しながら基

礎基本の定着を図る。 

・パフォーマンステストを定

期的に行うことで、英語で自

分や他者について表現する

力を養い、進んで話す力を養

う。 

 

習熟度別少人数指導の充実

を図り、個に応じた指導を通

して、小学校で育んだ聞く力

を活用し、自信をもって活動

できるようにする。 

 

（２）第２学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・基礎基本を重視し、4 技能

を活用した帯活動等を取り

入れていく。学んだことを繰

り返し学習することで定着

を図る。 

聞く力を付けるために、聞く

活動、言語活動の機会を増や

す。挨拶だけでなく学んだ英

語を使いALTの先生方と積極

的にコミュニケーションを

とれるようになることを目

指す。 

習熟度別少人数指導の充実

を図り、個に応じた指導を通

して、英語を話せた体験をも

たせ、自ら学ぼうとする主体

性を育てる。 

 

（３）第３学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

基礎・基本を重視し、４技能

を活用した帯活動等で総合

的に力を伸ばしていく。 

 

 

書く活動を一層重視して、楽

しんで英文が書けるように

指導していく。 

習熟度別少人数指導の充実

を図り、個に応じた指導を通

して、自信をもって粘り強く

英語を活用できるようにす

る。 

 


